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Quick start guide,リリース 15.2.0

この本では、次のことについて説明しています。

• RHEL/Rocky Linux/AlmaLinux 8のクイックスタート

• CentOSまたは RHEL 7のクイックスタート

• Windowsのクイックスタート

• EDB pgAdmin4クイックスタート Linux
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第1章 Quick start for RHEL/Rocky
Linux/AlmaLinux 8

EDB Postgres Advanced Serverは、データベース管理、強化された SQL機能、データベースとアプリケー
ションのセキュリティ、パフォーマンスの監視と分析、およびアプリケーション開発ユーティリティをサ
ポートする拡張機能をオープンソースの PostgreSQLデータベースに追加します。EDB Postgres Advanced
Serverは、Oracleユーザーのデータベース互換性機能もサポートしています。互換性機能の詳細について
は、EDB Postgres Advanced Serverのドキュメントを参照してください。

このガイドでは、dnfを使用してRHEL/Rocky Linux/AlmaLinux 8システムにEDB Postgres Advanced Server
をインストールし、データベースクラスターをデプロイする方法について説明します。このチュートリア
ルで作成したデータベースは、実験とテストに最適です。実稼働インストールを構成する場合、このドキュ
メントで説明されていない追加のセキュリティとリソースの考慮事項がある場合があります。

このガイドは、あなたが簡単なオペレーティングシステムとシステム管理手順に精通していること、およ
び EDB Postgres Advanced Serverがインストールされているホストで管理権限を持っていることを前提と
しています。

1.1 EDB Postgres Advanced Serverデプロイメントのコンポーネント
EDB Postgres Advanced Server展開を構成するコンポーネントには次のものがあります。

データベースサーバー -データベースサーバー（ postmaster）は、データを保存および管理するための
主要な機能を提供するサービスです。EDB Postgres Advanced Serverは、PostgreSQLオープンソースデー
タベースプロジェクトに基づいています。コミュニティ PostgreSQLなどの文書化された機能がすべて含ま
れています。

データベースクラスター -クラスターは、データベースのコレクションを構成するディスク上の構造のセッ
トです。クラスターは、データベースサーバーの単一インスタンスによって提供されます。データベース
クラスターは dataディレクトリに格納されています。実稼働データベースの dataディレクトリを NFS
ファイルシステムに保存しないでください。

構成ファイル - Postgres構成ファイルにリストされているパラメーターを使用して、展開設定、セキュリ
ティ設定、接続動作、およびログ設定を管理できます。

サポートツール、ユーティリティ、およびクライアント - EDBは、 EDB Postgres Advanced Server展開の
監視と管理に役立つツールとユーティリティの完全なスイートを提供します。詳細については、

EDB websiteをご覧ください。

サポートするファンクション、プロシージャ、データ型、インデックスタイプ、演算子、ユーティリティ、
および集計- EDB Postgres Advanced Serverには、データの管理に役立つ多くの機能が含まれています。

https://www.enterprisedb.com/
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1.1.1 前提条件

EDB Postgres Advanced Serverをインストールする前に、スーパーユーザー権限を引き受け、dnfを使用し
て前提条件パッケージをインストールします。

dnf -y install https://dl.fedoraproject.org/pub/epel/epel-release-latest-8.noarch.rpm

Migration Toolkitまたは EDB*Plusをインストールする場合、最初に Javaをインストールする必要があり
ます。

dnf -y install java

1.1.2 EDB Postgres Advanced Serverのインストールと構成

ステップ 1：EDBリポジトリの資格情報を受け取るには、EDBに登録する必要があります。資格情報の要
求については、https://www.enterprisedb.com/user/loginにアクセスしてください。

ステップ 2：スーパーユーザー権限を想定して、EDBリポジトリ構成パッケージをインストールします。

dnf -y install https://yum.enterprisedb.com/edbrepos/edb-repo-latest.noarch.rpm

ステップ 3：リポジトリー構成ファイルの名前は edb.repoです。ファイルは/etc/yum.repos.dにあり
ます。baseurl仕様の usernameおよび passwordプレースホルダーが、登録済みの EDBユーザーの名前と
パスワードと一致することを確認します。

ステップ 4：キャッシュを更新して EDB Postgres Advanced Serverをインストールします。

dnf makecache

dnf -y install edb-as14-server

ステップ 5： sudoを使用して enterprisedbデータベーススーパーユーザーの IDを引き継ぎ、リスナー
ポート 5444に acctgという名前の EDB Postgres Advanced Serverクラスターを作成します。

sudo su - enterprisedb

/usr/edb/as14/bin/initdb -D /var/lib/edb/as14/acctg

4 第 1章 Quick start for RHEL/Rocky Linux/AlmaLinux 8
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1.1.3 クラスターの起動

enterprisedbユーザーとして、クラスターを起動します。

/usr/edb/as14/bin/pg_ctl start -D /var/lib/edb/as14/acctg

次のコマンドでクラスターのステータスを確認できます。

/usr/edb/as14/bin/pg_ctl status -D /var/lib/edb/as14/acctg

1.1.4 psqlコマンドラインクライアントの使用

サーバーをインストールしてクラスターを初期化したら、選択したクライアントを使用してデータベース
に接続できます。便宜上、サーバーは

pgAdmin 4 graphical clientおよび psqlコマンドラインクライアントの使用でデプロイされます。

enterprisedbユーザーとして、psqlセッションを開きます。

/usr/edb/as14/bin/psql -d edb

次に、 enterprisedbユーザーにパスワードを割り当てます。

ALTER ROLE enterprisedb IDENTIFIED BY password;

データベース（hrという名前）を作成します。

CREATE DATABASE hr;

新しいデータベースに接続し、テーブル（名前付け dept）を作成します。

\c hr

CREATE TABLE public.dept (deptno numeric(2) NOT NULL CONSTRAINT dept_pk

PRIMARY KEY, dname varchar(14) CONSTRAINT dept_dname_uq UNIQUE, loc

varchar(13));

テーブルにデータを追加します。

INSERT INTO dept VALUES (10,ACCOUNTING,NEW YORK);

INSERT into dept VALUES (20,RESEARCH,DALLAS);

単純な SQLコマンドを使用して、データベースを照会し、テーブルに追加したデータに関する情報を取得
できます。

1.1. EDB Postgres Advanced Serverデプロイメントのコンポーネント 5
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SELECT * FROM dept;

__OUTPUT__

deptno | dname | loc

- -------+------------+----------

10 | ACCOUNTING | NEW YORK

20 | RESEARCH | DALLAS

(2 rows)

またはデータベースユーザーを作成します。

ALTER ROLE enterprisedb IDENTIFIED BY password;

製品の使用法の詳細については、EDB Webサイトで入手可能な EDB Postgres Advanced Server documentation
を参照してください。

6 第 1章 Quick start for RHEL/Rocky Linux/AlmaLinux 8
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第2章 Quick start for CentOS or RHEL 7

EDB Postgres Advanced Serverは、データベース管理、強化された SQL機能、データベースとアプリケー
ションのセキュリティ、パフォーマンスの監視と分析、およびアプリケーション開発ユーティリティをサ
ポートする拡張機能をオープンソースの PostgreSQLデータベースに追加します。EDB Postgres Advanced
Serverは、Oracleユーザーのデータベース互換性機能もサポートしています。互換性機能の詳細については、

see the EDB Postgres Advanced Server documentation。

このガイドでは、 yumを使用して RHELまたは CentOS 7システムに EDB Postgres Advanced Serverをイ
ンストールし、データベースクラスターをデプロイする手順について説明します。このチュートリアルで
作成したデータベースは、実験とテストに最適です。実稼働インストールを構成する場合、このドキュメ
ントでは説明されていない追加のセキュリティとリソースの考慮事項があります。

このガイドは、あなたが簡単なオペレーティングシステムとシステム管理手順に精通していること、およ
び EDB Postgres Advanced Serverがインストールされているホストで管理権限を持っていることを前提と
しています。

2.1 EDB Postgres Advanced Serverデプロイメントのコンポーネント
EDB Postgres Advanced Server展開を構成するコンポーネントには次のものがあります。

データベースサーバー -データベースサーバー（ postmaster）は、データの保存と管理を可能にする主
要な機能を提供するサービスです。EDB Postgres Advanced Serverは、PostgreSQLオープンソースデータ
ベースプロジェクトに基づいています。コミュニティ PostgreSQLなどの文書化された機能がすべて含まれ
ています。

データベースクラスター -クラスターは、データベースのコレクションを構成するディスク上の構造のセッ
トです。クラスターは、データベースサーバーの単一インスタンスによって提供されます。データベース
クラスターは dataディレクトリに格納されています。実稼働データベースの dataディレクトリを NFS
ファイルシステムに保存しないでください。

構成ファイル - Postgres構成ファイルにリストされているパラメーターを使用して、展開設定、セキュリ
ティ設定、接続動作、およびログ設定を管理できます。

サポートツール、ユーティリティ、およびクライアント - EDBは、 EDB Postgres Advanced Server展開の
監視と管理に役立つツールとユーティリティの完全なスイートを提供します。詳細については、

EDB websiteをご覧ください。

サポートするファンクション、プロシージャ、データ型、インデックスタイプ、演算子、ユーティリティ、
および集計- EDB Postgres Advanced Serverには、データの管理に役立つ多くの機能が含まれています。

https://www.enterprisedb.com/
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2.2 前提条件
EDB Postgres Advanced Serverをインストールする前に、yumを使用して前提条件パッケージをインストー
ルします。

yum -y install https://dl.fedoraproject.org/pub/epel/epel-release-latest-7.noarch.rpm

Migration Toolkitまたは EDB*Plusをインストールする場合、最初に Javaをインストールする必要があり
ます。

yum -y install java

2.3 EDB Postgres Advanced Serverのインストールと構成
ステップ 1：EDBリポジトリの資格情報を受け取るには、EDBに登録する必要があります。資格情報の要
求については、https://www.enterprisedb.com/user/loginにアクセスしてください。

ステップ 2：スーパーユーザー権限を想定して、EDBリポジトリ構成パッケージをインストールします。

yum -y install https://yum.enterprisedb.com/edbrepos/edb-repo-latest.noarch.rpm

ステップ 3：リポジトリー構成ファイルの名前は edb.repoです。ファイルは/etc/yum.repos.dにあり
ます。baseurl仕様の usernameおよび passwordプレースホルダーが、登録済みの EDBユーザーの名前と
パスワードと一致することを確認します。

ステップ 4：キャッシュを更新して EDB Postgres Advanced Serverをインストールします。

yum makecache

yum -y install edb-as14-server

ステップ 5： sudoを使用して enterprisedbデータベーススーパーユーザーの IDを引き継ぎ、リスナー
ポート 5444に acctgという名前の EDB Postgres Advanced Serverクラスターを作成します。

sudo su - enterprisedb

/usr/edb/as14/bin/initdb -D /var/lib/edb/as14/acctg

8 第 2章 Quick start for CentOS or RHEL 7
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2.4 クラスターの起動
enterprisedbユーザーとして、クラスターを起動します。

/usr/edb/as14/bin/pg_ctl start -D /var/lib/edb/as14/acctg

次のコマンドでクラスターのステータスを確認できます。

/usr/edb/as14/bin/pg_ctl status -D /var/lib/edb/as14/acctg

2.5 psqlコマンドラインクライアントの使用

サーバーをインストールしてクラスターを初期化したら、選択したクライアントを使用してデータベース
に接続できます。便宜上、サーバーは

pgAdmin 4 graphical clientおよび psqlコマンドラインクライアントの使用でデプロイされます。

enterprisedbユーザーとして、psqlセッションを開きます。

/usr/edb/as14/bin/psql -d edb -p 5444

次に、 enterprisedbユーザーにパスワードを割り当てます。

ALTER ROLE enterprisedb IDENTIFIED BY password;

データベース（hrという名前）を作成します。

CREATE DATABASE hr;

新しいデータベースに接続し、テーブル（名前付け dept）を作成します。

\c hr

CREATE TABLE public.dept (deptno numeric(2) NOT NULL CONSTRAINT dept_pk

PRIMARY KEY, dname varchar(14) CONSTRAINT dept_dname_uq UNIQUE, loc

varchar(13));

テーブルにデータを追加します。

INSERT INTO dept VALUES (10,ACCOUNTING,NEW YORK);

INSERT into dept VALUES (20,RESEARCH,DALLAS);

単純な SQLコマンドを使用して、データベースを照会し、テーブルに追加したデータに関する情報を取得
できます。

2.4. クラスターの起動 9
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SELECT * FROM dept;

__OUTPUT__

deptno | dname | loc

- -------+------------+----------

10 | ACCOUNTING | NEW YORK

20 | RESEARCH | DALLAS

(2 rows)

または、データベースユーザーを作成します。

ALTER ROLE enterprisedb IDENTIFIED BY password;

製品の使用法の詳細については、EDB Webサイトで入手可能な EDB Postgres Advanced Server documentation
を参照してください。

10 第 2章 Quick start for CentOS or RHEL 7
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第3章 Quick start for Windows

EDB Postgres Advanced Serverは、データベース管理、強化された SQL機能、データベースとアプリケー
ションのセキュリティ、パフォーマンスの監視と分析、およびアプリケーション開発ユーティリティをサ
ポートする拡張機能をオープンソースの PostgreSQLデータベースに追加します。EDB Postgres Advanced
Serverは、Oracleユーザーのデータベース互換性機能もサポートしています。互換性機能の詳細について
は、EDB Postgres Advanced Serverのドキュメントを参照してください。

このガイドでは、グラフィカルインストーラーを使用して Windows システムに EDB Postgres Advanced
Serverをインストールする手順について説明します。このチュートリアルで作成したデータベースは、実
験とテストに最適です。実稼働インストールを構成する場合、このドキュメントで説明されていない追加
のセキュリティとリソースの考慮事項がある場合があります。

このガイドは、あなたが簡単なオペレーティングシステムとシステム管理手順に精通していること、およ
び EDB Postgres Advanced Serverがインストールされているホストで管理権限を持っていることを前提と
しています。

3.1 EDB Postgres Advanced Serverデプロイメントのコンポーネント
EDB Postgres Advanced Server展開を構成するコンポーネントには次のものがあります。

データベースサーバー -データベースサーバー（ postmaster）は、データを保存および管理するための
主要な機能を提供するサービスです。EDB Postgres Advanced Serverは、PostgreSQLオープンソースデー
タベースプロジェクトに基づいています。コミュニティ PostgreSQLなどの文書化された機能がすべて含ま
れています。

データベースクラスター -クラスターは、データベースのコレクションを構成するディスク上の構造のセッ
トです。クラスターは、データベースサーバーの単一インスタンスによって提供されます。データベース
クラスターは dataディレクトリに格納されています。実稼働データベースの dataディレクトリを NFS
ファイルシステムに保存しないでください。

構成ファイル - Postgres構成ファイルにリストされているパラメーターを使用して、展開設定、セキュリ
ティ設定、接続動作、およびログ設定を管理できます。

サポートツール、ユーティリティ、およびクライアント - EDBは、 EDB Postgres Advanced Server展開の
監視と管理に役立つツールとユーティリティの完全なスイートを提供します。詳細については、

EDB websiteをご覧ください。

サポートするファンクション、プロシージャ、データ型、インデックスタイプ、演算子、ユーティリティ、
および集計- EDB Postgres Advanced Serverには、データの管理に役立つ多くの機能が含まれています。

https://www.enterprisedb.com/
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3.2 インストールの前提条件

3.2.1 ユーザー権限

Windowsシステムで EDB Postgres Advanced Serverのインストールを実行するには、管理者権限が必要で
す。User Account Controlを有効にして構成されたWindowsシステムに EDB Postgres Advanced Server
をインストールする場合、インストーラーの名前を右クリックし、コンテキストメニューから Run as
administratorを選択して、グラフィカルインストーラーを呼び出すための十分な特権を引き受けること
ができます。

3.2.2 Windows固有のソフトウェア要件

EDB Postgres Advanced Serverインストーラーを呼び出す前に、Windowsオペレーティングシステムの更
新を適用する必要があります。（インストールプロセス中に）インストーラーでエラーが発生した場合は、
インストールを終了し、Windowsのバージョンが最新であることを確認してからインストーラーを再起動
します。

3.2.3 Migration Toolkitまたは EDB*Plusのインストールの前提条件

StackBuilder Plusを使用してMigration Toolkitまたは EDB*Plusをインストールする前に、最初に Java（バー
ジョン 1.8以降）をインストールする必要があります。Windowsを使用している場合、Javaインストーラー
と手順は次のWebサイトで入手できます。

http://www.java.com/en/download/manual.jsp

3.2.4 EDB Postgres Advanced Serverのインストールと構成

グラフィカルインストーラーを使用すると、Windowsシステムに EDB Postgres Advanced Server 15をイン
ストールできます。ウィザードのダイアログを使用して、システムとシステムの使用状況に関する情報を
指定します。ダイアログでの入力が完了すると、インストーラーはセットアッププロセスでの選択に基づ
いてインストールを実行します。

ウィザードを呼び出すには、管理者権限が必要です。管理者権限を引き受け、edb-as15-server-15.x.
x-x-windows-x64実行ファイルをダブルクリックします。

注釈: Windowsの一部のバージョンに EDB Postgres Advanced Serverをインストールするには、ファイル
アイコンを右クリックし、コンテキストメニューから `Run as Administrator`を選択して、Administrator 権
限でインストーラーを起動する必要があります。

Language Selectionポップアップが開いたら、インストール言語を選択し、 OKをクリックして Setup
ウィンドウに進みます。

図 1： EDB Postgres Advanced ServerインストーラーのWelcomeウィンドウ

12 第 3章 Quick start for Windows
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図 1: The EDB Postgres Advanced Server installer Welcome window

Nextをクリックして続行します。

EnterpriseDB License Agreementが開きます。

図 2: The EnterpriseDB License Agreement

図 2：EnterpriseDB使用許諾契約書

適切なラジオボタンを強調表示する前に、使用許諾契約を注意深く確認してください。Nextをクリックし
て続行します。

Installation Directoryウィンドウが開きます。

図 3：インストールディレクトリウィンドウ

3.2. インストールの前提条件 13
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図 3: The Installation Directory window

デフォルトでは、 EDB Postgres Advanced Serverのインストールディレクトリは次のとおりです。

C:\Program Files\edb\as15

デフォルトのインストール場所を受け入れ、[ Next ] をクリックして続行するか、オプションで [ File
Browser ]アイコンをクリックして [ Browse For Folder ]ダイアログを開き、代替インストールディレ
クトリを選択できます。

注釈: 本番データベースの `data`ディレクトリは、NFSファイルシステムに保存しないでください。

図 4：コンポーネントの選択ウィンドウ

Select Componentsウィンドウには、EDB Postgres Advanced Server Setupウィザードでインストールで
きるオプションコンポーネントのリストが含まれています。コンポーネント名の横にあるボックスの選択
を解除することにより、EDB Postgres Advanced Serverインストールからモジュールを省略することができ
ます。

Setupウィザードは、 EDB Postgres Advanced Server 15のインストール中に次のコンポーネントをインス
トールできます。

EDBPostgresAdvancedServer

EDB Postgres Advanced Serverオプションを選択して、EDB Postgres Advanced Server 15をインストー
ルします。

StackBuilderPlus

StackBuilder Plusユーティリティは、 EDB Postgres Advanced Serverのセットアップとインストールが
完了した後、インストールされた製品を更新したり、サポートモジュール（および結果の依存関係）をダ
ウンロードして追加できるグラフィカルツールです。

14 第 3章 Quick start for Windows
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図 4: The Select Components window

コマンドラインツール

Command Line Toolsオプションは、コマンドラインツールとサポートするクライアントライブラリをイ
ンストールします。

• libpq

• psql

• EDB*Loader

• ecpgPlus

• pg_basebackup、pg_dump、および pg_restore

• pg_bench

• など。

注釈: EDB Postgres Advanced Serverまたは pgAdmin 4をインストールする場合、 Command Line Toolsが
必要です。

インストールするコンポーネントを選択したら、 Nextをクリックして Additional Directoriesウィン
ドウを開きます。

図 5：追加ディレクトリウィンドウ

デフォルトでは、 EDB Postgres Advanced Serverの dataファイルは次の場所に保存されます。

C:\Program Files\edb\as15\data

EDB Postgres Advanced Server Write-Ahead Log (WAL) Directoryのデフォルトの場所は次のとおりです。

3.2. インストールの前提条件 15
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図 5: The Additional Directories window

C:\Program Files\edb\as15\data\pg_wal

EDB Postgres Advanced Serverは、先行書き込みログを使用して、トランザクションの安全性を促進し、ト
ランザクション処理を高速化します。テーブルを変更すると、変更が共有メモリに保存され、変更のレコー
ドがログ先行書き込みに書き込まれます。COMMITを実行すると、 EDB Postgres Advanced Serverはログ先
行書き込みの内容をディスクに書き込みます。

デフォルトのファイルの場所を受け入れるか、File Browserアイコンを使用して別の場所を選択します。
Nextをクリックして、EDB Postgres Advanced Server Dialectウィンドウに進みます。

図 6: The EDB Postgres Advanced Server Dialect window
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図 6： EDB Postgres Advanced Server Dialectウィンドウ

EDB Postgres Advanced Server Dialectウィンドウのドロップダウンリストボックスを使用して、サー
バー方言を選択します。サーバー方言は、EDB Postgres Advanced Serverでサポートされている互換性機能
を指定します。

デフォルトでは、 EDB Postgres Advanced Server は Compatible with Oracle モードでインストールさ
れます。Compatible with Oracleと Compatible with PostgreSQLのインストールモードを選択でき
ます。

Oracleと互換性があります

Compatible with Oracleを選択した場合、インストールには次の機能が含まれます。

• Oracleデータベースと互換性のあるデータディクショナリビュー。

• Oracleデータ型変換。

• Oracle構文と互換性のある形式で表示される日付値。

• Oracleスタイルの連結ルールのサポート（文字列値を NULL値と連結した場合、戻り値は文字列の値
です）。

• SEARCH_PATHに Oracleデータベースと互換性のあるスキーマ (dboおよび sys )を追加しました。

• 次の Oracleビルトインパッケージのサポート：

Package Functionality compatible with Oracle databases
dbms_alert Provides the capability to register for, send, and receive alerts.
dbms_job Provides the capability for the creation, scheduling, and managing of jobs.
dbms_lob Provides the capability to manage on large objects.
dbms_output Provides the capability to send messages to a message buffer, or get messages from

the message buffer.
dbms_pipe Provides the capability to send messages through a pipe within or between sessions

connected to the same database cluster.
dbms_rls Enables the implementation of Virtual Private Database on certain EDB Postgres

Advanced Server database objects.
dbms_sql Provides an application interface to the EDB dynamic SQL functionality.
dbms_utility Provides various utility programs.
dbms_aqadm Provides supporting procedures for Advanced Queueing functionality.
dbms_aq Provides message queueing and processing for EDB Postgres Advanced Server.
dbms_profiler Collects and stores performance information about the PL/pgSQL and SPL state-

ments that are executed during a performance profiling session.
dbms_random Provides a number of methods to generate random values.
dbms_redact Enables the redacting or masking of data that is returned by a query.
dbms_lock Provides support for the DBMS_LOCK.SLEEP procedure.
dbms_scheduler Provides a way to create and manage jobs, programs, and job schedules.
dbms_crypto Provides functions and procedures to encrypt or decrypt RAW, BLOB or CLOB

data. You can also use DBMS_CRYPTO functions to generate cryptographically
strong random values.

次のページに続く
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表 1 –前のページからの続き
Package Functionality compatible with Oracle databases
dbms_mview Provides a way to manage and refresh materialized views and their dependencies.
dbms_session Provides support for the DBMS_SESSION.SET_ROLE procedure.
utl_encode Provides a way to encode and decode data.
utl_http Provides a way to use the HTTP or HTTPS protocol to retrieve information found

at an URL.
utl_file Provides the capability to read from, and write to files on the operating system’s

file system.
utl_smtp Provides the capability to send e-mails over the Simple Mail Transfer Protocol

(SMTP).
utl_mail Provides the capability to manage e-mail.
utl_url Provides a way to escape illegal and reserved characters within an URL.
utl_raw Provides a way to manipulate or retrieve the length of raw data types.

これは、 EDB Postgres Advanced Serverが Compatible with Oracleモードでインストールされた場合に
含まれる Oracleの互換性機能の包括的なリストではありません。詳細については、

Database compatibility for Oracle developers: built-in packagesを参照してください。

Compatible with Oracleモードでのインストールを選択した場合、EDB Postgres Advanced Serverのスー
パーユーザー名は enterprisedbです。

PostgreSQLと互換性があります

Compatible with PostgreSQLを選択すると、 EDB Postgres Advanced Serverは PostgreSQLバージョン
15との互換性を示します。Compatible with PostgreSQLモードでインストールすることを選択した場
合、デフォルトの EDB Postgres Advanced Serverスーパーユーザー名は postgresです。

PostgreSQLの機能の詳細については、公式の PostgreSQL websiteにアクセスしてください。

構成モードを指定したら、 Nextをクリックして Passwordウィンドウに進みます。

図 7：パスワードウィンドウ

EDB Postgres Advanced Serverは、データベーススーパーユーザーの Passwordウィンドウで指定されたパ
スワードを使用します。指定されたパスワードは、EDB Postgres Advanced Serverホストに存在するセキュ
リティポリシーに準拠する必要があります。

Passwordフィールドにパスワードを入力したら、 Retype Passwordフィールドにパスワードを確認し、
Nextをクリックして続行します。

Additional Configurationウィンドウが開きます。

図 8：追加設定ウィンドウ

Additional Configurationウィンドウのフィールドを使用して、インストールの詳細を指定します。

• Portフィールドを使用して、 EDB Postgres Advanced Serverがクライアントアプリケーションから
の接続要求をリッスンするポート番号を指定します。デフォルトは 5444です。

• Localeフィールドが [Default locale]に設定されている場合、EDB Postgres Advanced Serverは
システムロケールを作業ロケールとして使用します。 Localeの横にあるドロップダウンリストボッ
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図 7: The Password window

図 8: The Additional Configuration window
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クスを使用して、 EDB Postgres Advanced Serverの代替ロケールを指定します。

• デフォルトでは、 Setupウィザードは、互換性モード (Oracleまたは PostgreSQL)で指定された
サーバー方言に対応するサンプルデータをインストールします。サンプルデータをインストールし
ない場合は、Install sample tables and procedures の横にあるチェックボックスをオフにし
ます。

Additional Configurationウィンドウで情報を確認したら、 Nextをクリックして Dynatune Dynamic
Tuning: Server Utilizationウィンドウを開きます。

グラフィカルな Setup ウィザードは、Dynatune の動的調整機能を介してパフォーマンスを調整します。
Dynatune機能により、 EDB Postgres Advanced Serverは、インストールされているホストマシンで使用可
能なシステムリソースを最適に使用できます。

図 9: The Dynatune Dynamic Tuning: Server Utilization window

図 9：Dynatune Dynamic Tuning：サーバー使用率ウィンドウ

edb_dynatune構成パラメーターは、 EDB Postgres Advanced Serverがシステムリソースを割り当てる方
法を決定します。Server Utilizationウィンドウのラジオボタンを使用して、edb_dynatune構成パラ
メーターの初期値を設定します。

• Developmentを選択して、edb_dynatuneの値を 33に設定します。値を小さくすると、ホストマシ
ンのリソースが最小限に抑えられます。これは、開発用マシンに適しています。

• General Purposeを選択して、 edb_dynatuneの値を 66に設定します。中間値は、適度な量のシ
ステムリソースをデータベースサーバに割り当てます。これは、EDB Postgres Advanced Serverと同
じホストで実行されている固定数のアプリケーションを持つアプリケーションサーバーに適した設
定です。

• Dedicatedを選択して、 edb_dynatuneの値を 100に設定します。値を高くすると、ほとんどのシ
ステムリソースがデータベースサーバに割り当てられます。これは、専用サーバーホストに適してい
ます。
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インストールが完了したら、 EDB Postgres Advanced Server インストールの data ディレクトリにある
postgresql.confファイルを編集して、 edb_dynatuneの値を調整できます。postgresql.confファイ
ルを編集した後、サーバーを再起動して変更を有効にする必要があります。

システムに適した設定を選択し、Nextをクリックして Dynatune Dynamic Tuning: Workload Profile

ウィンドウに進みます。

図 10: The Dynatune Dynamic Tuning: Workload Profile window

図 10：Dynatune Dynamic Tuning：ワークロードプロファイルウィンドウ

Workload Profileウィンドウのラジオボタンを使用して、edb_dynatune_profile構成パラメーターの
初期値を指定します。edb_dynatune_profileパラメーターは、サーバーが実行する作業の種類に基づい
てパフォーマンス調整の側面を制御します。

• Transaction Processing (OLTP systems)を選択して、oltpの edb_dynatune_profile値を指
定します。 EDB Postgres Advanced Serverが大量のオンライントランザクション処理をサポートして
いる場合にお勧めします。

• General Purpose (OLTP and reporting workloads) を 選 択 し て 、mixed の
edb_dynatune_profile 値を指定します。トランザクション処理とデータレポートを組み合
わせたサーバーに推奨されます。

• Reporting (Complex queries or OLAP workloads) を 選 択 し て 、reporting の
edb_dynatune_profile 値を指定します。大量のデータのレポートに使用されるデータベー
スサーバーに推奨されます。

インストールが完了したら、 EDB Postgres Advanced Server インストールの data ディレクトリにある
postgresql.confファイルを編集して、edb_dynatune_profileの値を調整できます。postgresql.conf
ファイルを編集した後、サーバーを再起動して変更を有効にする必要があります。

edb_dynatuneおよびその他のパフォーマンス関連のトピックの詳細については、

Dynatuneを参照してください。
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デフォルトでは、 EDB Postgres Advanced Serverはシステムの起動時にサービスを開始するように構成さ
れています。Nextをクリックして続行します。

Pre Installation Summaryが開きます。

図 11: The Pre Installation Summary

図 12：インストール前の概要

Pre Installation Summaryは、 Setupプロセス中に指定されたオプションの概要を提供します。 Next
をクリックする前にオプションを確認してください。 Backをクリックしてダイアログを戻り、オプショ
ンを更新します。

Ready to Installウィンドウは、 EDB Postgres Advanced Serverをインストールするための構成設定に
関して必要な情報がインストーラーにあることを確認します。Nextをクリックして続行します。

図 13：インストールの準備完了ウィンドウ

図 14： EDB Postgres Advanced Serverのインストール

各サポートモジュールが解凍されてインストールされると、モジュールのインストールが進行状況バーで
確認されます。

Setupウィザードが EDB Postgres Advanced Serverのインストールを完了する前に、Launch StackBuilder
Plus at exit?

図 15：セットアップウィザードは終了時に StackBuilder Plusを起動することを提案

StackBuilder Plus チェックボックスをオフにして、 Finish をクリックして EDB Postgres Advanced
Serverのインストールを完了するか、デフォルトを受け入れて StackBuilder Plusに進むことができます。

EDB Postgres StackBuilder Plusは、EDB Postgres Advanced Serverとそのコアサポートコンポーネントのイ
ンストールに含まれています。StackBuilder Plusは、EDB Postgres Advanced Serverのセットアップとイン
ストールが完了した後、インストールされた製品を更新したり、サポートモジュール（および結果の依存
関係）をダウンロードして追加できるグラフィカルツールです。
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図 12: The Ready to Install window

図 13: Installing EDB Postgres Advanced Server
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図 14: The Setup wizard offers to Launch StackBuilder Plus at exit

製品の使用法の詳細については、EDB Webサイトで入手可能な EDB Postgres Advanced Server documentation
を参照してください。
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pgAdmin 4は、Postgresデータベース用の主要なオープンソース管理ツールです。 EDB pgAdmin 4は、EDB
Postgres Advanced Serverデータベースとともに EDBによって配布されます。初心者と経験豊富な Postgres
ユーザーの両方のニーズを満たすように設計されており、データベースオブジェクトの作成、維持、およ
び使用を簡素化する強力なグラフィカルインターフェイスを提供します。

RHEL / CentOS 7.xまたは 8.xプラットフォームの yumパッケージマネージャーを使用して、EDB Postgres
Advanced Serverデータベースに EDB pgAdmin 4をインストールできます。

4.1 LinuxホストにEDB pgAdmin 4をインストールする
yumパッケージマネージャーを使用して、EDB pgAdmin4をインストールします。

4.1.1 リポジトリー構成ファイルを作成する

リポジトリー構成ファイルがまだ存在しない場合は作成します。

リポジトリー構成ファイルを作成するには、EDBリポジトリーへのアクセスを許可する資格情報が必要で
す。資格情報の要求については、

EDB Repository Accessを参照してください。

リポジトリー構成ファイルを作成するには、スーパーユーザー権限を引き受けて、次のコマンドを呼び出
します。

yum -y install https://yum.enterprisedb.com/edb-repo-rpms/edb-repo-latest.noarch.rpm

リポジトリー構成ファイルの名前は edb.repoです。ファイルは/etc/yum.repos.d.にあります edb.repo
ファイルを作成した後、次のコマンドを使用して、baseurl仕様の USERNAMEおよび PASSWORDプレースホ
ルダーを登録済みの EDBユーザーのユーザー名とパスワードに置き換えます。

sed -i "s@<username>:<password>@USERNAME:PASSWORD@" /etc/yum.repos.d/edb.repo

https://info.enterprisedb.com/rs/069-ALB-339/images/Repository%20Access%2004-09-2019.pdf
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4.1.2 EPELリポジトリをインストールする

CentOS 7.xの場合、次のコマンドを使用します。

yum -y install https://dl.fedoraproject.org/pub/epel/epel-release-latest-7.noarch.rpm

注釈: CentOS / RHEL 7.xおよび 8.xに EPELリポジトリをインストールするには、EDB Websiteのプラッ
トフォーム固有の手順を参照してください。

4.1.3 EDB pgAdmin 4をインストールする

リポジトリー構成ファイルを作成し、ユーザー名とパスワードを edb.repo ファイルに追加したら、
edb-pgadmin4 をインストールできます。edb-pgadmin4 をインストールするには、スーパーユーザー
権限を引き受けて、次のコマンドを呼び出します。

yum install edb-pgadmin4*

このコマンドは、次のパッケージをインストールします。

• edb-pgadmin4

• edb-pgadmin4-desktop-common

• edb-pgadmin4-desktop-gnome

• edb-pgadmin4-docs

• edb-pgadmin4-web

4.1.4 デスクトップモードでの pgAdmin 4の起動

次のコマンドを使用して、デスクトップモードで pgAdmin 4を起動します。

/usr/edb/pgadmin4/bin/pgAdmin4

アプリケーションメニューのリンクを使用して、デスクトップモードで pgAdmin 4を起動することもでき
ます。
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図 1: Accessing pgAdmin 4 from Applications Menu.

4.1.5 pgAdmin 4を使用した EDB Postgres Advanced Serverへの登録と接続

EDB Postgres Advanced Serverクラスターを管理する前に、サーバーを登録する必要があります。サーバー
を登録するには、[サーバー]ダイアログボックスのフィールドを使用して接続プロパティを指定します。
[サーバー]ダイアログボックスを開くには、ツリーで [サーバー]ノードを右クリックし、[作成] > [サー
バー]を選択します。

サーバーの登録の詳細については、 pgAdmin documentationを参照してください。

次に、EDB Postgres Advanced Serverインスタンスに接続するには、サーバー名を右クリックし、ConnectServer
を選択します。[サーバーに接続]ダイアログボックスにパスワードを入力します。

サーバーに接続すると、[ダッシュボード ]タブが表示されます。

4.1. Linuxホストに EDB pgAdmin 4をインストールする 27
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